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青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
青
少
年
を
非
行
や
有

害
環
境
か
ら
守
る
た
め
に
、
市
内
に
80
名
い
る
青

少
年
補
導
員
の
方
々
、
学
校
、
家
庭
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
補
導
活
動
、
相
談
活
動
、

環
境
浄
化
活
動
等
の
活
動
を
通
し
て
、
家
庭
や
地

域
で
の
青
少
年
健
全
育
成
の
意
識
を
高
め
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
主
な
業
務
の
う

ち
補
導
活
動
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
「
補
導
」
と
い
う
と
「
逮
捕
」
さ
れ

る
の
で
は
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
方
も
中
に
は
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、「
補
導
」
と
は

ど
ん
な
こ
と
な
の
か
を
は
じ
め
に
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
般
的
に
誤
解
が
あ
る
の

は
、
補
導
の
「
補
」
と
逮
捕
す
る
な
ど
の
「
捕
」

と
混
同
さ
れ
て
い
る
方
が
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
「
補
導
」
と
は
、「
子
ど
も
た
ち
を
補
い
導
く
」

と
い
う
こ
と
が
基
本
に
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
教
育

的
な
視
点
に
立
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
具
体
的
に

補
導
活
動
は
「
大
人
が
子
ど
も
を
心
配
し
て
、
大

人
か
ら
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
を
持
と
う
と
し
た

活
動
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
で
は
、
こ
の
こ
と
を
基
本
に
補
導
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
種
類
と
し
て
、『
計
画
補
導
』『
夜
間
補
導
』

『
随
時
補
導
』『
広
域
列
車
補
導
』『
隣
接
地
域
補
導
』

等
が
あ
り
、
期
間
、
時
間
帯
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
計
画
補
導

　
　

毎
週　

月
、水
、金
の
３
日
間

　

10
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

　
　

15
時
30
分
か
ら
17
時
30
分

　

７
月
か
ら
９
月
の
３
ヶ
月
間

　
　

16
時
か
ら
18
時

◎
夜
間
補
導

　
　

７
月
か
ら
９
月
の
３
ヶ
月
間
、

　

毎
週
金
曜
日

　
　

19
時
30
分
か
ら
21
時
30
分

◎
随
時
補
導

　
　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ

　

ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
行
う

　

パ
ト
ロ
ー
ル

◎
広
域
列
車
補
導

　

市
内
を
通
っ
て
い
る
私
鉄
各
線
に
、
実
際
に
乗

車
し
、
車
内
で
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
指
導
や
駅

構
内
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル

◎
隣
接
地
域
補
導

　

松
戸
市
、
船
橋
市
の
青
少
年
補
導
員
の
皆
さ
ん

と
そ
れ
ぞ
れ
の
街
に
出
向
い
て
の
パ
ト
ロ
ー
ル

◎
班
活
動

　

青
少
年
補
導
員
80
名
の
皆
さ
ん
が
５
つ
の
中
学

校
区
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
区
内
の

パ
ト
ロ
ー
ル

　

こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
非
行

に
走
る
前
の
、
問
題
行
動
が
表
れ
る
段
階
で
早
期

に
把
握
し
、
必
要
な
注
意
、
助
言
、
指
導
等
を
行

う
等
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
深
刻
な
状
況
に

な
る
前
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
青
少
年
セ
ン

タ
ー
の
役
割
と
心
得
、活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
、
警
察
、
青
少
年
健
全
育
成
団
体

な
ど
と
情
報
交
換
を
実
施
し
、
情
報
の
共
有
化
や

問
題
解
決
に
向
け
て
の
連
携
を
強
め
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
多
様
化
し
て

お
り
、
学
校
や
家
庭
単
体
で
の
解
決
は
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

青
少
年
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
機
関
と
地
域
が
連
携

し
、
広
い
視
野
と
多
く
の
目
で
見
守
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

安
全
に
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
引
き
続
き
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
本
人
か
ら
は

も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
の
方
か
ら
の
、
非
行
、
い
じ

め
、
交
友
関
係
、
進
路
な
ど
、
様
々
な
悩
み
相
談

に
応
対
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
事
、
友
だ
ち
の
事
、
い
つ
で
も
相
談
に

来
て
く
だ
さ
い
！

相
談
活
動
は
私
た
ち
が
応
対
し
て
い
ま
す

青少年センター
～ひとりで悩まず　　　
　一緒に考えましょう～

○「こども110番の家」、非行、補導、
　情報など
　TEL 047-445-4393
　FAX 047-445-4317
　E-mail
　seisyonen@city.kamagaya.chiba.jp
○悩み事相談
　TEL 047-445-4307
☆相談日…月～金
　　　　　　　９時から 16 時
☆秘密は守られます

青
少
年
セ
ン
タ
ー
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　
　
　
　
　
～
補
導
活
動
に
つ
い
て
～

プロジェクトマネージャー
石井　誠一

プロジェクトマネージャー
石井　惟四

青少年センター所長
千葉　仁

社会教育指導員
小寺　辰男

社会教育指導員
木村　徳子

イラスト　武藤　健史さん

イラスト　武藤　健史さん
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８
月
１
日
（
木
）
午
後
６
時
か
ら
鎌
ケ
谷
市
内

全
域
で
県
下
一
斉
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
青
少
年
補
導
員
連
絡
協
議
会
、
鎌
ケ
谷
警

察
署
及
び
東
葛
地
区
少
年
セ
ン
タ
ー
、
鎌
ケ
谷
警

察
署
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
、
青
少
年

セ
ン
タ
ー
、
合
計
77
人
が
参
加
。
中
学
校
区
５
班

に
分
か
れ
、
青
少
年
が
多
数
集
ま
る
店
舗
な
ど
を

パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
書
店
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
の
方
か
ら
最
近
の
子
ど
も
た
ち

の
様
子
に
つ
い
て
様
々
な
情
報
が
得
ら
れ
ま
し

た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
中
、
啓
発
用
う
ち
わ
と
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
少
年
に
渡
す
と
、「
ご
苦
労
様
で

す
！
」
と
激
励
の
言
葉
を
掛
け
ら
れ
、
暑
い
中
、

励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
後
の
情
報
交
換
会
で
は
、
参
加
し

た
補
導
員
の
方
か
ら
、「
補
導
員
と
し
て
意
識
が

高
ま
っ
た
」「
補
導
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
ら
れ
た
」等
と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、警
察
及
び
関
係
団
体
の
方
か
ら
お
話
で
、

「
少
年
犯
罪
は
、
取
締
り
だ
け
で
は
な
く
、
犯
罪

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
、
見
せ
る
活
動
は
と
て
も

重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
警
察
だ
け
で
は

出
来
な
い
も
の
な
の
で
、
今
後
も
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。」と
の
言
葉
か
ら
、改
め
て
、腕
章
着
用
、

青
色
灯
を
回
し
て
行
う
パ
ト
ロ
ー
ル
の
重
要
性
を

認
識
し
ま
し
た
。

　

暑
い
中
、お
忙
し
い
時
間
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
・
警
察
・
学
校
が
連
携
し
、
青
少
年
健
全

育
成
の
た
め
「
愛
の
ひ
と
声
」
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

先
日
、
児
童
精
神
科
医　

長
谷
川
信
也
先
生
の
講
演
会
で
、
興

味
深
い
お
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
抜
粋
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

─ 

◦ 

─ 

◦ 

─ 

◦ 

─ 

◦ 

─ 

◦ 

─ 

◦ 

─ 

◦ 

─

○
自
傷
行
為
と
は

　

自
殺
の
意
思
な
し
に
、
故
意
に
、
身
体
を
傷
つ
け
る
こ
と
。

○
自
傷
行
為
と
い
わ
れ
る
も
の
（
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
い
）

　

・
自
殺
企
図　

・
リ
ス
ト
カ
ッ
ト　

・
多
量
服
薬

　

・
脱
毛　

・
爪
か
み　

・
ニ
キ
ビ
つ
ぶ
し

　

・
ピ
ア
ス　

・
拒
食 
・
過
食

　

・
ア
ル
コ
ー
ル　

・
薬
物　

・
喫
煙

　

・
タ
ト
ゥ
ー　

・
暴
走
行
為

　

・
集
団
で
の
喧
嘩　

・
援
助
交
際　

な
ど

　

自
傷
行
為
の
背
景
に
は
、
様
々
な
事
柄
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

人
間
関
係
、
親
子
関
係
、
病
気
、
精
神
不
安
定
、
い
じ
め
、
虐
待
、

過
干
渉
、
ス
ト
レ
ス
、
性
格
…
。
な
ぜ
自
傷
行
為
を
し
た
の
か
を

考
え
た
と
き
、多
く
見
受
け
ら
れ
る
の
は
、「
健
康
な
自
己
愛
」（
自

分
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
）
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

自
尊
心
が
な
く
な
り
、
ど
う
せ
自
分
な
ん
て
…
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
心
に
大
き
く
影
響
を
与
え
、
次
第
に
心
が

傾
い
て
し
ま
い
ま
す
。
内
向
き
に
傾
い
た
場
合
ひ
き
こ
も
り
や
自

傷
行
為
と
表
れ
、
逆
に
外
向
き
の
場
合
、
反
社
会
的
行
為
を
す
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

○
自
傷
行
為
を
し
た
理
由
の
多
く

　

・
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
…
イ
ラ
イ
ラ
、
モ
ヤ
モ
ヤ
が
す
っ
き
り
し
た

　

・
多
量
服
薬
…
心
の
痛
み
を
（
眠
る
こ
と
で
）
リ
セ
ッ
ト
し
た

か
っ
た

　

・
タ
ト
ゥ
ー
…
自
分
の
体
を
自
分
で
コ
ン
ロ
ー
ル
し
て
い
る
と

い
う
証

　

自
傷
行
為
自
体
は
正
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
鎮
静

作
用
」「
心
の
痛
み
が
和
ら
ぐ
」「
新
し
い
自
分
に
な
り
た
い
」「
自

立
し
て
大
人
に
な
り
た
い
」
等
、
そ
の
人
に
と
っ
て
は
意
味
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
自
傷
行
為
、
反
社
会
的
行
為
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
泣

き
声
と
同
じ
で
、
強
烈
に
何
か
を
訴
え
て
き
て
い
る
の
で
す
。
そ

れ
を
、
私
た
ち
大
人
が
、
言
葉
に
す
る
手
助
け
を
し
て
あ
げ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

─ 

◦ 

─ 

◦ 

─ 

◦ 

─ 

◦ 

─ 

◦ 

─ 

◦ 

─ 

◦ 

─

　

自
傷
行
為
を
し
た
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
誰
か
に
相
談
し
た
こ
と

が
な
い
と
言
う
そ
う
で
す
。「
相
談
す
る
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
」、

「
相
手
に
迷
惑
に
な
っ
て
し
ま
う
」、
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
く
、

相
談
で
き
な
い
の
で
す
。
結
果
、
耐
え
き
れ
な
く
な
り
、
自
傷
行

為
に
及
ん
で
し
ま
う
…

　

自
傷
行
為
に
至
る
前
の
段
階
で
、家
庭
、学
校
、地
域
の
大
人
が
、

『
心
の
声
』に
気
づ
い
て
あ
げ
た
い
と
、願
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

勇
気
を
持
っ
て
相
談
し
て
く
れ
た
ら
、『
あ
な
た
は
大
切
な
存
在

な
ん
だ
』
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

 
県
下
一
斉
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
　

～
77
人
で
市
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
～

子
ど
も
の
「
心
の
声
」
に
気
付
い
て
！

講
演
『
思
春
期
に
お
け
る
自
傷
行
為
の

理
解
と
対
応
』　
か
ら

平成25年４月〜９月の補導状況（９月25日現在）
◆補導実施状況

補導別 補導回数
補 導 従 事 者

補導員 学校 職員 その他 計

計 画 補 導 71 98 18 2 199

夜 間 補 導 11 14 5 14 33

随 時 補 導 68 95 95

行事特別補導 11 30 30

市内一斉補導 1 51 8 8 12 79

列 車 補 導

特 別 補 導

隣 接 補 導

合　　計 162 163 31 228 14 436
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平成25年度　青少年補導員の皆さんを紹介します !!
鎌ケ谷市では、教育委員会から委嘱を受けた『青少年補導員』が青少年の健全育成のために地域活動、市内全域活動を行っています。

鎌ケ谷中学校区

第四中学校区

第二中学区

２年間、よろしくお願いします !!

第三中学校区

第五中学校区

鎌ケ谷中学校区 一　　　　 般 林　　　芳　子 中 部 小 教 諭 近　藤　弘　幸
鎌 ケ 谷 中 教 諭 片　山　太　一 一　　　　 般 鈴　木　正　夫 中 部 小 Ｐ Ｔ Ａ 二　木　淑　恵
鎌ケ谷中ＰＴＡ 松　元　庸　子 一　　　　 般 永　尾　秀　子 中 部 小 Ｐ Ｔ Ａ 菅　原　美　奈
鎌ケ谷中ＰＴＡ 高　稲　恵　子 一　　　　 般 松　本　寛　芳 民 生 児 童 委 員 髙　橋　祥　子
鎌 ケ 谷 小 教 諭 土　岐　圭　佑 一　　　　 般 佐　藤　郁　子 一　　　　 般 小　澤　佐知子
鎌ケ谷小ＰＴＡ 田　代　しのぶ 第三中学校区 一　　　　 般 青　山　恵　美
鎌ケ谷小ＰＴＡ 松　目　美　加 第 三 中 教 諭 五十嵐　翔　吾 一　　　　 般 原　島　生　子
民 生 児 童 委 員 鈴　木　博　和 第 三 中 Ｐ Ｔ Ａ 荒　川　由美子 一　　　　 般 皆　川　　　隆
一　　　　 般 堺　澤　春　生 第 三 中 Ｐ Ｔ Ａ 角　谷　有　郁 一　　　　 般 武　藤　健　史
一　　　　 般 皆　川　志津江 北 部 小 教 諭 澤田石　　　学 一　　　　 般 藤　田　勢津子
一　　　　 般 安　齋　恵美子 北 部 小 Ｐ Ｔ Ａ 後　藤　美枝子 第五中学校区
一　　　　 般 神　谷　里　栄 北 部 小 Ｐ Ｔ Ａ 高　森　光　美 第 五 中 教 諭 嵯　峨　桂　馬
一　　　　 般 關　川　宏　行 西 部 小 教 諭 山　﨑　勇　介 第 五 中 Ｐ Ｔ Ａ 森　　　知　子
一　　　　 般 坂　上　雅　美 西 部 小 Ｐ Ｔ Ａ 佐　藤　悦　子 第 五 中 Ｐ Ｔ Ａ 藤　崎　香　代
一　　　　 般 佐々木　美也子 西 部 小 Ｐ Ｔ Ａ 増　山　幸　子 初 富 小 教 諭 村　井　康　太
一　　　　 般 齋　藤　優　子 鎌ケ谷西高教諭 山　田　貴　志 初 富 小 Ｐ Ｔ Ａ 伊　藤　和　江

第二中学校区 民 生 児 童 委 員 永　徳　通　子 初 富 小 Ｐ Ｔ Ａ 山　﨑　宏　美
第 二 中 教 諭 小　菅　智　史 一　　　　 般 石　井　千恵子 五 本 松 小 教 諭 小　松　優　也
第 二 中 Ｐ Ｔ Ａ 栗　林　ひふみ 一　　　　 般 中　村　秀　雄 五本松小ＰＴＡ 勝　力　明　子
第 二 中 Ｐ Ｔ Ａ 山　本　清　美 一　　　　 般 安　田　紀　子 五本松小ＰＴＡ 今　井　幸　治
東 部 小 教 諭 小見川　　　一 一　　　　 般 絹　谷　久　男 民 生 児 童 委 員 中　野　　　勲
東 部 小 Ｐ Ｔ Ａ 渡　邊　みのり 一　　　　 般 中　䑓　ヒロミ 一　　　　 般 石　丸　すみ子
東 部 小 Ｐ Ｔ Ａ 千　葉　洋　子 第四中学校区 一　　　　 般 岩　井　喜和子
道 野 辺 小 教 諭 浅　岡　広　大 第 四 中 教 諭 海　保　直　樹 一　　　　 般 田　中　知　成
道野辺小ＰＴＡ 小　口　幸　子 第 四 中 Ｐ Ｔ Ａ 三　浦　直　美 一　　　　 般 岡　　　勝　夫
道野辺小ＰＴＡ 浅　井　恵美子 第 四 中 Ｐ Ｔ Ａ 塚　本　朋　子 一　　　　 般 大八木　健　兒
鎌 ケ 谷 高 教 諭 阿　部　　　哲 南 部 小 教 諭 堀之内　　　健 一　　　　 般 髙　橋　万里子
民 生 児 童 委 員 向　井　和　子 南 部 小 Ｐ Ｔ Ａ 吉　田　葉　子
一　　　　 般 久保田　ひろみ 南 部 小 Ｐ Ｔ Ａ 宮　本　真樹子

◆補導の内訳
学識別

行為別
小学生 中学生 高校生 有職少年 無職少年 合計
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 合計

自転車二人乗り 10 4 31 2 43 25 9 4 93 35 128
自 転 車 無 灯 火
危険箇所　遊び・出入り 6 3 6 9 6 15
た む ろ 9 21 3 3 33 3 36
喫 煙 5 7 1 5 17 1 18
怠 学 10 10 10
そ の 他 2 35 7 42 2 44
合 計 16 6 93 8 78 29 17 4 204 47 251

４月から９月の補導状況は表のと
おりです。
※本年度（４月〜９月）は 162 回、
延べ 436 人が補導活動を行いまし
た。
※声かけしたのは、高校生が最も
多く 107 人、次いで中学生の 101
人です。
※行為別では、自転車二人乗りが
128 人と最も多く、たむろ、喫煙
と続きます。
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平成25年度
子ども防犯マップ

（４月〜９月）

行　　為　　別 件数

●…露出　痴漢　変質行為
○…声かけ
◎…公共施設への侵入　器物損壊
◆…たむろ　喫煙　不良行為
▲…暴力　恐喝
△…不審者

2
12
10
6
0
1

子どもたちが安心して暮らせるまちに・・・
ご家庭でも話し合ってみましょう。

○子どもだけで出かけるときは時間と場所を
　家族に知らせていますか？
○人気のない道、夜道の一人歩きはしないよ
　うにしましょう。
○よく使う道の「こども１１０番の家」を確
　認しておきましょう。
○万が一、不審者に出会ってしまったときの
　対応を日頃から話し合っておきましょう。


